
(57)【要約】

【課題】紙製板材の要所の折り曲げと貼り着けで簡単に

組立てでき、所定の強度を有し、物品のサイズに応じて

収納凹部が適宜変形可能で、特に鶏卵や林檎，梨などに

好適に用いることができる紙製容器を提供する。

【解決手段】シート状紙製基材ａに略環状の折線11を設

け、その中心に向けて放射状となる切線12を設け、下方

へ折り曲げ自在な略扇形状の支持片13を複数備えた収納

開口部10を形成する。別の紙製基材ｂで形成した物品受

け体20を、収納開口部10に上方から挿入し、下方へ折り

曲げた各支持片13の先端側を物品受け体20の側面に貼り

着けて各支持片13で物品受け体20を支持し、収納凹部３

を形成する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　紙製板材からなる基材の要所の折り曲げ

と貼り着けにより組み立てられる物品収納用紙製容器で

あって、

蓋部と底部からなり、少なくとも底部に物品の収納凹部

を所要数備えており、

蓋部と底部を形成するシート状紙製基材に略環状の折線

を設けると共に、該折線で囲まれる部分にその中心に向

けて放射状となるよう切線を設けて、下方へ折り曲げ可

能な略扇形状の支持片を複数備えた収納開口部を形成

し、

且つ前記シート状紙製基材とは別体に形成した物品受け

体を上記収納開口部に上方から挿入し、下方へ折り曲げ

た各支持片の先端側を物品受け体の周面部に貼り着け、

各支持片で物品受け体を支持して上記収納凹部を形成し

たことを特徴とする物品収納用紙製容器。

【請求項２】　上記支持片が、基端側から先端側に向け

て所定間隔ごとに折線を有し、収納凹部に収納される物

品の大きさに応じて伸縮可能に形成されていることを特

徴とする請求項１記載の物品収納用紙製容器。

【請求項３】　上記物品受け体が、上記収納開口部の折

線の輪郭とほぼ相似形の輪郭の平面形状をもって形成さ

れており、底面部と、該底面部の外周に形成した折線に

沿って立ち上がる周面部を有し、且つ該周面部には、そ

の上縁から底面部の中心に向けて放射状に山折線を設け

ると共に、各山折線の左右両側に谷折線を設けて、その

左右の谷折線の間に山折部を折り曲げ形成し、

さらにその山折部の山折角度が、収納凹部に収納される

物品の大きさに応じて変更自在なよう、開き方向に弾力

性を有して形成されていることを特徴とする請求項１ま

たは２記載の物品収納用紙製容器。

【請求項４】　上記支持片の先端部が、物品受け体の周

面部における隣り合わせる山折部間に形成される平坦部

に貼り着けられていることを特徴とする請求項３記載の

物品収納用紙製容器。

【請求項５】　上記収納開口部が少なくとも底部におい

て縦横に並んで複数形成され、物品受け体はその配列に

対応して複数個連設されたものであることを特徴とする

請求項１～４の何れか１項記載の物品収納用紙製容器。

【請求項６】　上記収納凹部が蓋部と底部の双方におい

て、相互に対応する個所に形成され、対応する上下の収

納凹部間に物品が収納されるよう形成したことを特徴と

する請求項１～５の何れか１項記載の物品収納用紙製容

器。

【請求項７】　上記収納凹部が底部のみに形成され、蓋

部は下面を開放する箱状に形成されていることを特徴と

する請求項１～５の何れか１項記載の物品収納用紙製容

器。

【請求項８】　平面視四角形状のシート状紙製基材の幅

方向中央部に折線を設け、その中央折線で左右に区画さ

れるシート状紙製基材の一側に蓋部を形成し、他側に底

部を形成し、中央折線により蓋部と底部が開閉自在に連

設されていることを特徴とする請求項１～７の何れか１

項記載の物品収納用紙製容器。

【請求項９】　上記収納凹部が各種サイズの鶏卵を収納

可能に形成されていることを特徴とする請求項１～８の

何れか１項記載の物品収納用紙製容器。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、例えば鶏卵や、り

んご，なし，もも，びわ，メロン等の果物などの物品を

収納、保管、運搬、販売する際に用いる物品収納用の紙

製容器に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来から、鶏卵を収納する容器として合

成樹脂製パックやモールド成形された紙製パックが知ら

れている。これらパックは、内部に鶏卵を複数個収納可

能な容器状をなし、蓋部と底部とを開閉自在に連設した

もので、その蓋部と底部に、鶏卵を収納する収納凹部を

対応する個所に複数設けてある。

【０００３】処で、上記合成樹脂製パックは、使用後の

廃棄処理に際して環境に対する悪影響が懸念され、且つ

リサイクルが困難である等の理由から、現在では使用が

制限される方向になりつつある。また従来の紙製パック

は、リサイクル性等に優れている反面、モールド成形の

ための作製コストが高くなるなどの問題がある。さらに

これら従来の容器は、合成樹脂材料や古紙材料で一体成

形されたものであり、収納凹部の大きさが一定なため、

鶏卵のサイズ（通常S,M,L,LLの４種）別に数種のパック

を形成する必要がある。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】本発明はこの様な従来

事情に鑑みてなされたもので、その目的とする処は、段

ボール等の紙製板材を用いて要所の折り曲げと貼り着け

により簡単に組立てることができ、所定の強度を有する

と共に物品のサイズに応じて収納凹部が適宜変形可能で

あり、特に鶏卵や、りんご，なし，もも，びわ，メロン

等の果物などに好適に用いることができる紙製容器を提

供することにある。

【０００５】

【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため

に本発明の請求項１は、紙製板材からなる基材の要所の

折り曲げと貼り着けにより組み立てられる物品収納用紙

製容器であって、蓋部と底部からなり、少なくとも底部

に物品の収納凹部を所要数備えており、蓋部と底部を形

成するシート状紙製基材に略環状の折線を設けると共

に、該折線で囲まれる部分にその中心に向けて放射状と

なるよう切線を設けて、下方へ折り曲げ可能な略扇形状

の支持片を複数備えた収納開口部を形成し、且つ前記シ

ート状紙製基材とは別体に形成した物品受け体を上記収
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納開口部に上方から挿入し、下方へ折り曲げた各支持片

の先端側を物品受け体の周面部に貼り着け、各支持片で

物品受け体を支持して上記収納凹部を形成したことを特

徴とする。ここで、略環状の折線とは、平面視が略円形

状，略三角形状，略四角形状，略五角形以上の多角形状

の輪郭を持つものや、これら形状の輪郭の一部を備えな

いものを含む。

【０００６】請求項１によれば、紙製板材の要所の折り

曲げと貼り着けにより、鶏卵や、りんご，なし，もも，

びわ，メロン等の果物などを所要数収納することができ

る所定強度の紙製容器を簡単に組立てることができる。

【０００７】請求項２では、請求項１における支持片

が、基端側から先端側に向けて所定間隔ごとに折線を有

し、収納凹部に収納される物品の大きさに応じて伸縮可

能に形成されていることを特徴とする。

【０００８】請求項２によれば、収納凹部に収納される

物品の大きさに応じて支持片が伸縮し、例えば鶏卵や、

りんご，なし，もも，びわ，メロン等の果物のように、

収穫物ごとに大きさが異なる物品の収納に好適に用いる

ことができる。

【０００９】請求項３では、請求項１または２における

物品受け体が、上記収納開口部の折線の輪郭とほぼ相似

形の輪郭の平面形状をもって形成されたもので、底面部

と、該底面部の外周に形成した折線に沿って立ち上がる

周面部を有し、且つ該周面部には、その上縁から底面部

の中心に向けて放射状に山折線を設けると共に、各山折

線の左右両側に谷折線を設けて、その左右の谷折線の間

に山折部を折り曲げ形成し、さらにその山折部の山折角

度が、収納凹部に収納される物品の大きさに応じて変更

自在なよう、開き方向に弾力性を有して形成されている

ことを特徴とする。

【００１０】請求項３によれば、収納凹部に収納される

物品の大きさに応じて山折部の山折角度が増減し、物品

受け体の収容容積が増減するので、例えば鶏卵や、りん

ご，なし，もも，びわ，メロン等の果物のように、収穫

物ごとに大きさが異なる物品の収納に好適に用いること

ができ、特に請求項２と３の構成を同時に持つ場合に顕

著な効果が得られる。

【００１１】請求項４では、請求項３における支持片の

先端部が、物品受け体の周面部における隣り合わせる山

折部間に形成される平坦部に貼り着けられていることを

特徴とする。

【００１２】請求項４によれば、支持片と物品受け体と

の貼り着けを容易、確実に行うことができるので、容器

の組立て作業を簡略化することができる。また、成形型

を用いた紙製容器の自動組立てを容易になし得る。

【００１３】請求項５では、請求項１～４の何れかにお

いて、収納開口部が少なくとも底部において縦横に並ん

で複数形成され、物品受け体はその配列に対応して複数

個連設されたものであることを特徴とする。

【００１４】請求項５によれば、収納開口部に対する物

品受け体の貼り着けを複数個所で同時に行うことができ

るようになり、成形型を用いた容器の組立て作業の自動

化，迅速化を図る上で有用である。また、物品受け体を

複数形成する際の紙製板材使用量をできる限り少なくす

ることができる。

【００１５】請求項６では、請求項１～５の何れかにお

いて、収納凹部が蓋部と底部の双方において、相互に対

応する個所に形成され、対応する上下の収納凹部間に物

品が収納されるよう形成したことを特徴とする。

【００１６】請求項６によれば、蓋部と底部にそれぞれ

収納凹部を有し、上下に対応する収納凹部間に物品を収

納して該物品を確実に保護する状態で収納することがで

きる。

【００１７】請求項７では、請求項１～５の何れかにお

いて、収納凹部が底部のみに形成され、蓋部は下面を開

放する箱状に形成されていることを特徴とする。

【００１８】請求項７によれば、底部に設けた収納凹部

に物品を収納し、蓋部は収納された物品の上方を保護す

る機能を果たし、且つ蓋部が箱状を呈するのでその表面

に商品名，産地，賞味期限などの各種情報を表示するこ

とができる。

【００１９】請求項８では、請求項１～７の何れかにお

いて、平面視四角形状のシート状紙製基材の幅方向中央

部に折線を設け、その中央折線で左右に区画されるシー

ト状紙製基材の一側に蓋部を形成し、他側に底部を形成

し、中央折線により蓋部と底部が開閉自在に連設されて

いることを特徴とする。

【００２０】請求項８によれば、一枚のシート状紙製基

材により蓋部と底部が開閉自在に連設される構造とな

り、紙製板材の使用量をできる限り少なくすることがで

きる。

【００２１】請求項９では、請求項１～８の何れかにお

いて、収納凹部が各種サイズの鶏卵を収納可能に形成さ

れていることを特徴とする。

【００２２】請求項９によれば、鶏卵を収納するに好適

な紙製容器を提供することができる。

【００２３】

【発明の実施の形態】以下、本発明の実施形態として、

鶏卵収納用の紙製容器に適用した例を図面に基づいて説

明する。図１～図３に示す第一例の紙製容器は蓋部１と

底部２からなり、これら蓋部１と底部２の双方に収納凹

部３を複数備えている。

【００２４】各収納凹部３は、各種サイズ（通常はS,M,

L,LLの４サイズ）の鶏卵を収納可能に形成されている。

また各収納凹部３は、蓋部１と底部２を形成する紙製基

材ａに設けた複数の収納開口部１０に、この紙製基材ａ

とは別体に形成した物品受け体２０を取り付けてなる。

【００２５】紙製基材ａは図４に示すように平面視四角

形状のシート状のもので、その幅方向中央部に折線４を
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設け、その中央折線４で左右に区画されるシート状紙製

基材ａの一側を蓋部１とし、他側を底部２としており、

前記中央折線４により蓋部１と底部２が開閉自在に連設

されている。

【００２６】紙製基材ａはこの種技術分野において周知

な紙製板材からなるもので、例えば所望の強度と耐久

性，耐水性等を有する積層段ボール等からなる板紙を、

図４（ａ）に示す形状に型抜きすると共に所定複数箇所

に折線と切線を設けたもので、図示のように蓋部１と底

部２の夫々において、横方向に三個の収納凹部３が縦方

向二列に配置されるよう収納開口部１０を計６箇所に形

成してある。

【００２７】収納開口部１０は、紙製基材ａに略環状、

本例では略八角形状の輪郭となるよう折線１１を設ける

と共に、該折線１１で囲まれる部分に、略八角形状の輪

郭の夫々の頂点から中心に向けて放射状となるよう切線

１２を複数設けて、左右に隣り合う切線１２，１２と折

線１１で囲まれる部分に下方へ折り曲げ自在な略扇形状

の支持片１３を形成している。

【００２８】また本例では図示するように、横方向に三

個の収納開口部１０（１０ａ，１０ｂ，１０ｃ）を連設

状に形成しており、左右両側の収納開口部１０ａ，１０

ｃにおいては、略八角形状の輪郭を呈する折線１１にお

ける最内端の辺部は支持片と共に形成せず、該部分を空

隙１４ａとしている。また中央の収納開口部１０ｂにお

いては、略八角形状の輪郭を呈する折線１１における左

右の内端の辺部は支持片と共に形成せず、該部分を前記

空隙１４ａに連なる空隙１４ｂ，１４ｂとしている。ま

た夫々の収納開口部１０の中心には、物品受け体２０を

取り付ける際の位置合せとなる孔１５が、各支持片１３

の先端縁により形成されている。

【００２９】支持片１３は、その基端側（折線１１側）

から先端側に向けて所定間隔ごとに折線１６，１７を設

けることで、収納凹部３に収納される鶏卵の大きさに対

応して伸縮可能に形成されている。

【００３０】物品受け体２０は、上述の紙製基材ａと同

質の紙製板材から打ち抜き成形された物品受け体用の紙

製基材ｂ（図４(ｂ)参照）の要所の折り曲げにより形成

される。すなわち物品受け体２０は、収納開口部１０の

折線１１の輪郭とほぼ相似形となる多角形状で且つ前記

空隙１４ａ，１４ｂに対応する個所は空隙となる輪郭を

もって形成されたもので、底面部２１と、この底面部２

１の外周に形成した折線２２に沿って立ち上がる周面部

２３を有し、該周面部２３には、その上縁から底面部２

１中心に向けて放射状に山折線２４を設けると共に、各

山折線２４の左右両側に谷折線２５，２５を設けて、そ

の左右の谷折線２５，２５の間に山折部２６が折り曲げ

形成されるようにしている。そうして各山折部２６は、

その山折角度θが、収納凹部３に収納される鶏卵の大き

さに対応して変更自在となるよう、開き方向に弾力性を

有して形成されている。

【００３１】物品受け体２０における隣り合わせる山折

部２６，２６の間には、谷折線２５，２５で挟まれる平

坦部２７が形成され、この平坦部２７に、対応する支持

片１３の先端部を貼り着けるよう形成している。

【００３２】また本例では図示するように、上述した収

納開口部１０の配列に対応して横方向に三個の物品受け

体２０（２０ａ，２０ｂ，２０ｃ）を連設状に形成して

おり、左右両側の物品受け体２０ａ，２０ｃは、前述の

左右両側の収納開口部１０ａ，１０ｃの空隙１４ａと対

応する個所に空隙２８ａを設け、中央の物品受け体２０

ｂは、前述の中央の収納開口部１０ｂの空隙１４ｂ，１

４ｂと対応する個所に空隙２８ｂ，２８ｂを設けてあ

る。さらに隣り合う空隙２８ａ，２８ｂ部分に、物品受

け体２０ａ,２０ｂ、２０ｂ，２０ｃ同士を連結する連

結片２９，２９が、各物品受け体２０ａ～２０ｃと一体

に打ち抜き形成されている。また各物品受け体２０ａ～

２０ｃの夫々の底面部２１には、対応する収納開口部１

０への取付けの際に前述の孔１５と連通する位置合せ用

の孔３０が形成されている。

【００３３】上述した紙製基材ａと紙製基材ｂによる本

例の紙製容器の組立てについて説明すれば、まず、一つ

の紙製基材ａに対して四つの紙製基材ｂを用意し、各々

の紙製基材ｂにおける物品受け体２０ａ～２０ｃが紙製

基材ａの収納開口部１０ａ～１０ｃに対応するよう、孔

３０と孔１５の位置合せをしながら各紙製基材ｂを紙製

基材ａ上に重ね合わせる。この状態で、各紙製基材ｂに

おける夫々の物品受け体２０を、底面部２１を中心にし

て下方へ押し込むことで、各物品受け体２０において、

底面部２１の周囲に折線２２を境に周面部２３が立ち上

がると共に、その周面部２３において、各山折線２４が

山折り状態となると共にその両側の谷折線２５，２５が

谷折状態となるよう山折部２６が折り曲げ形成され、物

品受け体２０が組み立てられる。同時に、紙製基材ａに

おいて、夫々の支持片１３が折線１１を境に下方へ折れ

曲がると共に、夫々の支持片１３において折線１６が谷

折状態、折線１７が山折状態に折れ曲がる。さらに、各

支持片１３の先端部１３ａを、前記物品受け体２０の隣

り合せる山折部２６，２６間の平坦部２７に糊剤等で貼

り着ける。糊剤としてはホットメルトを用い、該ホット

メルトを予め前記先端部１３ａ又は平坦部２７に塗布し

ておき、これを加熱溶融した後に固化させるようにして

前記貼り着け作業を行うことが好ましい。上述した折り

曲げから貼り着けに至る一連の作業は、成形型を用いて

自動的に行うことが好ましい。

【００３４】このようにして組み立てられた本例の紙製

容器は、蓋部１と底部２の夫々の対応する複数箇所に、

収納開口部１０と物品受け体２０からなる収納凹部３が

形成され、対応する上下の収納凹部３，３に鶏卵が収納

される（図１参照）。夫々の収納凹部３は、物品受け体
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２０を収納開口部１０の各支持片１３で吊り下げ状に支

持してなり、各支持片１３が折線１６，１７により伸縮

可能であると共に、各物品受け体２０において、山折部

２６における山折角度θが変更自在であるので、鶏卵の

サイズ（通常はS,M,L,LLの４サイズ）に応じて各収納凹

部３が個々に上下方向及び周方向へ伸縮変形する。

【００３５】図５に示す第二例の紙製容器は、前述の第

一例の紙製容器における収納凹部３を底部２のみに形成

したものを示す。なお、この例において、第一例の紙製

容器と同様の構成部分については図中に前記と同一の符

号を付すなどして重複する説明を省略し、以下に相違点

のみ説明する。

【００３６】すなわちこの例では、蓋部１＇は下面を開

放する箱状に形成すると共に、底部２のみに収納凹部３

を複数形成し、夫々の収納凹部３に鶏卵を収納すると共

に、蓋部１＇は各収納凹部３に収納された鶏卵の上方を

保護する機能を果たすようにする。また蓋部１＇が箱状

を呈するので、その表面にラベルを貼って商品名，産

地，賞味期限などの各種情報を表示したり、これら情報

を蓋部１＇の表面に直接印刷することができるようにな

る。

【００３７】蓋部１＇は、紙製基材ａ＇の中央折線４で

区画される一半側と、この紙製基材ａ＇と同質の紙製板

材から打ち抜き成形された紙製基材ｃからなる（図６参

照）。これら紙製基材ａ＇，ｃは前述の紙製基材ａと同

様の紙製板材からなる。紙製基材ａ＇の一半側には、略

四角形状の輪郭をもって折線４０を設けてその折線４０

の外側に底部２との重ね縁４１を形成すると共に、折線

４０の四角部分から中心開口部４２に向けて放射状とな

るよう切線４３を設けて、折線４０に沿って上方へ折り

曲げ可能な略扇形状の側面板４４ａ，４４ｂ，４４ｃ，

４４ｄを形成する。夫々の側面板４４ａ～４４ｄの先端

側には折線４５を設けて、内側へ折り曲げ可能な貼着け

片４６ａ～４６ｄを形成し、紙製基材ｃからなる略四角

形状の上面板ｃの四辺部位に対応する貼着け片４６ａ～

４６ｄを貼り着けるようにする。

【００３８】そうして、この例の蓋部１＇は、底部２と

の重ね縁４１の内側に、折線４０に沿って前後左右の側

面板４４ａ～４４ｄが立ち上がり、夫々の側面板４４ａ

～４４ｄの上端において内側に折れ曲がる貼着け片４６

ａ～４６ｄに上面板ｃを貼着けて、下面が開放する箱状

に形成される。

【００３９】以上、本発明に係る紙製容器の実施形態の

二例を説明したが、本発明は図示例に限定されるもので

はなく、特許請求の範囲の各請求項に記載される技術的

思想の範囲内において、種々の変更が可能であることは

云うまでもない。

【００４０】

【発明の効果】本発明の物品収納用紙製容器は以上のよ

うに構成したので、下記の効果を有する。

（請求項１）紙製板材の要所の折り曲げと貼り着けによ

り簡単に組立てることができ、使用後の廃棄やリサイク

ルも容易で、且つ所望の保冷機能と耐久性，耐強度を有

し、食品やその他の物品を収納して保管、運搬、販売す

る際に好適に用いることができる新規な紙製容器を提供

することができた。

【００４１】（請求項２，請求項３）請求項１の効果に

加え、物品の大きさに応じて収納凹部の収納容積が変化

するので、例えば鶏卵や、りんご，なし，もも，びわ，

メロン等の果物のように、収穫物ごとに大きさが異なる

物品の収納に好適に用いることができる。

【００４２】（請求項４）請求項１～３の効果に加え、

物品受け体に対する各支持片の貼り着けを容易且つ確実

に行えるので、容器組立て作業の簡略化、自動化などに

有用である。

【００４３】（請求項５）請求項１～４の効果に加え、

複数の収納開口部に対し複数の物品受け体を同時に貼り

着けることが可能になり、容器組立て作業の自動化、迅

速化などに有用である。また、物品受け体の成形におい

て紙製板材使用量をできる限り少なくすることができ、

製造コストの低減が期待できる。

【００４４】（請求項６）請求項１～５の効果に加え、

蓋部と底部に設けた上下の収納凹部により物品を確実に

保護する状態で収納することができ、例えば鶏卵，も

も，びわ，メロンのように、比較的取り扱いに注意を要

する収穫物の収納容器として好適に用いることができ

る。

【００４５】（請求項７）請求項１～５の効果に加え、

底部に設けた収納凹部と蓋部により物品を確実に保護す

る状態で収納することができ、且つ蓋部表面に商品名，

産地，賞味期限などの各種情報を表示することができる

ので、例えば有機栽培により得られた収穫物や比較的高

価な果物などの収納容器として好適に用いることができ

る。

【００４６】（請求項８）請求項１～７の効果に加え、

紙製板材の使用量をできる限り少なくして、容器製造コ

ストの低減を図ることができる。

【００４７】（請求項９）請求項１～８の効果に加え、

鶏卵を収納するに好適な紙製容器を提供することができ

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施形態の一例を示す斜視図で、蓋部

を開けた状態を表す。

【図２】蓋部を閉じた状態の縦断正面図。

【図３】蓋部を閉じた状態の縦断側面図。

【図４】紙製基材の平面図。

【図５】本発明の実施形態の他例を示す斜視図で、蓋部

を開けた状態を表す。

【図６】紙製基材の平面図。

【符号の説明】
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ａ，ａ＇，ｂ，ｃ：紙製基材

１，１＇：蓋部

２：底部

３：収納凹部

４：中央折線

１０：収納開口部

１１，１６，１７，２２：折線

１２，：切線

１３：支持片

１３ａ：先端部

２０：物品受け体

２１：底面部

２３：周面部

２４：山折線

２５：谷折線

２６：山折部

２７：平坦部

【図１】

【図２】

【図３】

＊

＊
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【図４】 【図５】

【図６】
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